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4
回
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ネ
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・
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劇
場
(
大
谷
。
自
百
合
・
ラ
サ
ー
ル
校
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
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識
字
募
金
箱
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
箱
の
設
置

在
函
外
国
人
教
師
と
語
る
会

「
と
も
に
生
き
る
国
際
社
会
を
め
ざ
し
て
」

～
異
文
化
理
解
・
そ
し
て
共
生
～

「
在
函
留
学
生
と
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歓
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集
い
」
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際
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チ
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ス
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函
館

)

ミヽ
い

Q
ざ

^
	
	
	
i

eゝ
e
“

●０

′Ｚ″●

Ｃ‘

2
月
1
3
日

3
月
1
3
日

2
∞
2
～
0
3
年
度

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
テ
ー
マ

▼

2
∞
2
～
0
3
年
度

口
隠
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長

ピ
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タ
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慈
愛
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播
き
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し
ょ
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笠
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や
し
□
―
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ー
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よ
う
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2
月
1
2
日
卓
話
	
本
吉
	
美
恵
さ
ん

○
そ
の
他

世
界
遺
産
パ
ネ
ル
展
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
長
賞
贈
呈
、
高
校
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
支
援

全
国
大
会
・
全
道
大
会
参
加

(
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報
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者
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信
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2
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日
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「
ク
ラ
ブ
ア
ッ
セ
ン
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会
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2
月
1
2
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
	
小
笠
原
	
孝
会
長
	
	
	
	
◎
斉
	
	
1
日
	
本
仕
の
理
想

◎
ゲ
ス
	
ト	
函
館
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副
会
長
	
本
吉
	
美
恵
さ
ん

◎
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ジ
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札
幌
真
駒
内
R
.
C
.
金
坂
和
l
E
君
、
函
館
R
.
C
.
川
端
久
雄
君
、

p
l
館
五
稜
郭
R
.
C
.
藤
山
林
君

0
会
長
報
告
	
小
笠
原
	
孝
会
長

0
2
月
4
日
に
会
長
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
第
1
0
・
1
1
グ
ル
ー
プ
の
会
員
数
が
発
表

と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
ど
の
ク
ラ
ブ
も
会
員
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
当
ク
ラ

ブ
も
今
後
、
会
員
増
強
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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年
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委
員
会
報
告

●
北
村
	
祐
治
会
長
エ
レ
ク
ト

2
月
2
6
日
に
次
年
度
理
事
・
委
員
長
会
議
を
開
催
致
し
ま
す
。
指
名
さ
れ
た
方
は
ご
出
席
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

●
友
好
ク
ラ
ブ
委
員
会
	
薮
ド	
義
晴
委
員
長

和
歌
山
城
南
R
.
C
.
の
創
立
1
5
周
年
は
4
月
4
日
に
友
好
ク
ラ
ブ
歓
迎
夕
食
会
、	
4
月
5
日
記
念
例

会
'
祝
賀
会
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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動
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(
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◎
幹
事
報
告
	
増
円
	
定
雄
幹
事

○
次
週
例
会
は
七
飯
R
.
C
.
と
の
合
同
例
会
で
す
.
現
在
参
加
者
が
か
な
り
少
な
く
困
っ
て
い
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
和
歌
山
城
南
R
.
C
.
よ
り
会
報
が
局
い
て
お
り
ま
す
の
で
回
覧
い
た
し
ま
す
。

O
親
菫
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動
委
員
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増
i
l
,
	
	
正
委
員
長

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告

小
笠
原
会
長
…
…
ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
に
協
力
。

田
畑
	
会
員
…
…
	
	
″

増
田
	
会
員
…
…
本
吉
さ
ん
を
歓
迎
し
て
。

藪
下
	
会
員
…
…
ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
に
協
力
。

松
見
	
会
員
…
…
本
吉
さ
ん
を
歓
迎
し
て
。

大
谷
	
会
長
…
…
寒
い
の
で
風
邪
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

千
葉
	
会
員
…
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ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
に
協
力
。
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|
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コ
の
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仕
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動
1
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ユ
ネ
ス
コ
協
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副
会
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本
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美
恵
さ
ん

《
ユ
ネ
ス
コ
の
し
く
み
》

○
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
(
前
文
)

「
戦
争
は
、
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に
.
平
和
の
と
り
で

を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

○
目
	
的

「
諸
国
民
の
教
育
・
科
学
・
文
化
の
協
力
と
交
流
を
通
じ
た
国
際
平
和
と
、
人
類
の
福
祉
の
促

ユ
ネ
ス
コ
本
部
(
パ
リ
…
…
…
フ
ラ
ン
ス
)

・
行
政
…
…
外
務
省
、
文
部
科
学
省
、
国
内
委
員
会

都
道
府
県
。
政
令
都
市
・
市
町
村
教
育
委
員
会

・
民
間
…
…
(
社
)
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

各
地
ユ
ネ
ス
コ
協
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団
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、
個
人
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維
持
会
員
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ど

恩
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平

高
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教
友

関
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昭
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玉
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本
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美
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成
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1
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会

小
学
校
4
校
へ
車
椅
子
寄
贈
(
鍛
神
・
東
山
・
日
吉
・
北
日
吉
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平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う


